
1

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

422 施策 学校教育環境の整備

学校保健体育事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 平成３０年度

2

市民ニーズ、社会的役割

・支給者数は減少傾向にあるが、疾病（学校病）の治療のための医療費を支
給し、早期治療を促すことで義務教育の円滑な実施を図る必要がある。

平成 30 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

①
要保護・準要保護医療費

援助事業
学務課

要保護及び準要保護の児童・生徒に対して、虫歯や中耳炎等の学校
病の治療に係る医療費を援助する。

事業全体が法定
事務

（千円）

1,392
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・業務の実施に関し、関係者間の調整を丁寧に行う必要がある。
平成 30 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 健康診断実施事業 保健給食室
児童・生徒の健康の保持増進を図るため、学校保健安全法に基づく
健康診断を実施する。4月～6月の定期健康診断と10月～12月の就
学時検診が主な業務である。

事業全体が法定
事務

（千円）

107,077
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・近年の児童・生徒数の増加により、事業費が増加傾向にある。
平成 30 年度

継続

実施区分

③ 検診委託事業 保健給食室
児童・生徒に対し、学校保健安全法に定められている尿検査や心臓
検診、結核検診等の各種検診を委託により実施する。

事業の一部が法
定事務

（千円）

26,730
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・全小・中学校にＡＥＤを設置しているが、導入時期が同一ではないことから、
ＡＥＤの本体及び関連品の年次更新に係る事務処理が煩雑であり、丁寧に進
める必要がある。

平成 30 年度

継続

実施区分

④ 児童等健康管理事業 保健給食室
うがい器等の設置・更新を行い、児童・生徒の健康の保持増進を図
る。また、ＡＥＤの更新を行い、学校管理下での心臓突然死を防ぐ。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

892
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・適切な学習環境の整備のため、できるだけ早急に空調整備を進めていく必
要がある。

平成 30 年度

継続

実施区分

⑤
特別教室空調設備設置事

業
保健給食室

特別教室等に空調設備を整備することにより、児童・生徒の健康を保
護し、適切な学習環境を確保する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

7,056
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・近年の児童・生徒数の増加により、多くの学校で学級数（普通教室数）が増
加しており、適切に整備を進めていく必要がある。

平成 30 年度

継続

実施区分

⑥
普通教室空調設備増設設

置事業
保健給食室

児童・生徒数の増加に伴い新たに設置する普通教室に空調設備を整
備することにより、児童・生徒の健康を保護し、適切な学習環境を確
保する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

0
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

一般事務事業 学務課

一般事務事業 保健給食室



2

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・制度変更があれば、速やかに反映させたより使いやすいマニュアルを作成
し、多種多様な給付請求に効率よく対応する必要がある。

平成 30 年度

継続

実施区分

⑨ 学校事故補償等事業 保健給食室
日本スポーツ振興センター災害給付制度及び全国市長会学校災害
賠償保険により、児童・生徒への学校管理下の災害に対する補償を
行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

29,875
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・業務の実施に関し、関係者間の調整を丁寧に行う必要がある。
平成 30 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑧ 学校環境衛生管理事業 保健給食室
学校環境衛生検査（プール水水質検査、教室内空気検査、照度検査
等）を行い、学校の適切な環境を維持し、幼児・児童・生徒の健康を
保持する。

事業全体が法定
事務

（千円）

29,546
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・労働者の健康管理については、近年、社会的ニーズが高まっており、教職員
についても同様である。産業医によるストレスチェックや健康相談、長時間勤
務者に対する面談指導等、近年事業の拡充が続いており、今後もニーズが増
加していくと見込まれる。

平成 30 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑦ 教職員健康診断事業 保健給食室
教職員に対し、定期健康診断やストレスチェック等の健康管理事業を
実施し、健康の保持増進を図る。

事業の一部が法
定事務

（千円）

12,633
※課題があるものは■

管理事業　　　　　　　　　　　　　　学校保健体育事業 2 枚のうち 枚目

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 平成３０年度

施策コード 422 施策 学校教育環境の整備


